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※概要（Summary）： 

臨床現場における遠赤外線（テラヘルツ波）イメー

ジングにより、疾患検査、皮膚がん診断等に資する病

理検査・診断に物理的分光学的根拠を与えることを目

指し、リアルタイムでのイメージングシステム構築を

行った。 

 
※実験（Experimental）： 

リアルタイム撮像が可能な THz 波カメラシステム

は、企業との共同研究により実現した。構築したシス

テムを用いて実証するためには、光信号増強が不可欠

であり、その為の工夫として表面プラズモンを発生さ

せるための金属ナノパターンを、当該施設の光リソグ

ラフィ装置、4 インチ高真空 EB 蒸着装置を利用して

作製した。また生体関連試料の調整にはクリーンドラ

フト潤沢超純水装置を適宜活用した。 

  
※結果と考察（Results and Discussion）： 

下図に、当該実験にて構築した THz 波リアルタイ

ムイメージング顕微鏡システムを示す。 

 

 

 
 

 図 THz 波リアルタイムイメージングシステム 

 

 

 計測波長（約 300μm）に応じた金属/誘電体交互周期

パターン（メタマテリアル）により、THz 波信号が増強

され、水、アルコール等の液体試料のリアルタイム THz

イメージングが可能である事を示した。 
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